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9月定例会

令和７年９月定例会を９月１日から10月６日までの36日間の会期
で開催しました。

本定例会では市長から提案された補正予算、条例などの議案28件
を審議しました。議案については、いずれも原案のとおり可決・認定・
同意しました。（採決の結果は５ページに記載）

上程された議案は、予算決算委員会をはじめとする３つの常任委員
会に付託され、審査しました。その内容は次のとおりです。

一人ひとりの幸せをみんなで紡いで一人ひとりの幸せをみんなで紡いで
実現する実現する予算を予算を執行執行

●審査のあらまし
決算審査は、９月25日から10月２日までのうち

５日間にわたり慎重に審査をしました。
一般会計と特別会計の歳入総額は292億

4,556万円、歳出総額は291億2,213万円で、歳
入歳出差引は１億2,342万円の黒字となりました。
一般会計では53年連続の黒字となりました。
公営企業会計は、上水道事業会計の当年度純

利益555万円で42年連続の黒字となりました。下
水道事業会計は、令和元年度の公営企業法適用
以降赤字で、当年度純損失6,164万円となりまし
た。病院事業会計の当年度純損失は３億5,143万

円で５年連続の赤字となりました。

●市債残高は３年連続で増加、基金残高は７年
振りに減少

一般会計の市債（借金）はこども発達支援拠点
施設整備事業、総合運動公園改修事業、新都市公
園整備事業の実施により５億7,427万円増の154
億1,619万円となり、基金（貯金）は国の人事院勧
告に基づく職員の給与改定に伴う人件費の増や病
院事業会計補助金の増などにより、３億457万円
減の62億7,118万円となりました。

決算審査

予算決算委員会

区　　　　分

一　般　会　計

特

　
　別

　
　会

　
　計

歳入総額 歳出総額

市立診療所等特別会計

農林業者労働災害共済特別会計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

駐 車 場 特 別 会 計

住宅・工業団地事業特別会計

小 計

20,264,276,240

37,383,815

3,087,678

3,205,136,245

4,981,525,557

711,448,562

14,662,459

28,042,200

8,981,286,516

29,245,562,756

20,251,742,722

37,383,815

2,316,889

3,204,430,069

4,887,311,893

696,913,554

13,996,000

28,042,200

8,870,394,420

29,122,137,142

（単位：円）

総務費
18.0％

市税
23.2％

繰入金　4.9％
諸収入　1.4％国庫支出金

14.3％

府支出金
9.1％

市債
8.8％

地方交付税
26.7％

分担金・負担金　0.2％

地方譲与税1.1％　
利子割交付金0.0％
配当割交付金0.2％　
株式等譲渡所得割交付金0.3％
法人事業税交付金0.5％
地方消費税交付金4.0％　
自動車取得税交付金0.0％
環境性能割交付金0.2％
地方特例交付金0.8％
交通安全対策特別交付金0.0％

民生費
35.6％

教育費
8.3％

公債費 
6.4％

衛生費
11.0％

消防費　4.2％

議会費　0.9％
労働費　0.1％

災害復旧費　1.6％

財産収入　0.2％
寄附金　1.8％
繰越金　0.4％

公
営
企
業
会
計

区　　　　分 収　　入 支　　出

上 水 道 事 業

下 水 道 事 業

病 院 事 業

992,713,499

1,682,207,672

6,353,311,091

9,028,232,262

987,156,165

1,743,855,575

6,704,744,532

9,435,756,272合　　　　計

合　　　　計

令和６年度 歳入歳出の状況（一般会計）

自主財源 34.0％

依存財源 66.0％

《歳入》

202億6,428万円

令和６年度 会計別決算収支の状況

使用料・手数料　1.9％

《歳出》

 202億5,174万円

商工費　2.0％
農林水産業費　2.9％

土木費
9.0％

歳入

歳出

令和６年度決算を可決・認定令和６年度決算を可決・認定
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■ 一般会計
〈全般〉
・過疎対策事業債を活用し、公共施設の整備を積極
的に推進したことを評価する。
・経常収支比率が4.2ポイント上昇し財政構造が硬
直化している中で、人件費が3億9,618万6千円増
加、また病院事業会計補助金等が増加していること
は今後の課題である。
〈総務費〉
・市民活動拠点施設(仮称)整備事業費について、旧
図書館を改修し市民活動の拠点となる綾部市ハート
交流センターを整備されたことは、まちづくりと交流
促進に大きく寄与するものであり、高く評価する。
〈民生費〉
・綾部幼稚園施設を活用し、こども発達支援施設「あ
いむ」の整備を図るとともに、保健福祉センターを改
修し、子ども家庭センターを設置するなど子どもの発
達への総合的な支援の充実を図ったことを評価する。
〈衛生費〉
・健康サポートアプリ「AYATOCO」を導入し、市民の
主体的な健康づくりを推進したことを評価する。
〈労働費〉
・緊急人材確保対策事業費を評価する。市内の企業
の人材確保及び定住促進に期待する。
〈農林水産業費〉
・中山間地域等直接支払事業費、多面的機能支払交
付事業費を評価する。農地・農業用水路等の保全管
理と農村環境の保全向上に期待する。
〈商工費〉
・あやべ温泉を中心とする奥上林地域での様々な着
地型観光の展開を評価する。情報アイテムを活用し、
綾部の自然やイベントなどさらなる観光PRを推進さ
れたい。
〈土木費〉
・京都府と連携した「綾部環状道路整備事業」とりわ
け、市道上野試験場線、野田須知山線の推進を評価
する。当面、府道三俣綾部線の整備推進に尽力された
い。
〈消防費〉
・令和６年度から本格運用が始まった京都府中・北

部地域消防指令センターの共同運営は、広域連携
による迅速で的確な消防体制の強化に寄与するも
のであり、高く評価する。
〈教育費〉
・育英事業費を高く評価する。進学したくても経済
的に困難な生徒の夢をかなえるため、さらなる支援
を要望するとともに、併せて他の奨学金制度も紹
介されたい。

一般会計と国民健康保険特別会計は賛成多数で可決、他の９議案は全員賛成で可決及び認定となりま
した。委員会審査の意見調整で出された主な意見は次のとおりです。

審査の結果

■ 下水道事業会計

・下水道の今後の事業実施のために、国・京都府
の財政支援を強く求めること。

■ 病院事業会計

・さらなる医師確保を図られたい。

■ 介護保険特別会計

・介護者リフレッシュ事業のますますの充実に期
待する。非課税世帯のみならず、課税世帯の介護
者、また要介護３以下の介護者もリフレッシュする
事業となるよう拡充されたい。

Digest

■ 上水道事業会計

・広域化の協議内容は、十分な情報開示を行うこ
と。また水道は「公共の福祉」が目的であり、民営
化につながる施策は実施しないこと。

定住を促進するため、定住支援住宅の整備や水源の
里集落へのUIターン者の定住を支援する定住住宅整備
補助金を拡充、また今年５月に開設されたこども発達支
援施設「あいむ」の北側にある法面保護の工事や防災気
象情報体系の見直しに伴うＪアラート受信機の更新に係
る経費が追加されました。
＜主な内容＞
・水源の里活性化事業費
・UIターン者定住支援住宅整備事業費

・こども発達支援拠点施設整備事業費
・災害対策費
その他、特別会計６件について審査をしました。主な

内容は、新たな雇用の創出に向けた、綾部市工業団地２
区画の分譲契約に係る経費が追加されました。一般会
計と併せて５億７，５２３万円の追加予算が計上されまし
た。
採決の結果、７議案とも全員賛成で可決となりました。

令和７年度一般会計補正予算（第３号）

■ 国民健康保険特別会計

・条例の減免制度を広く知らせ、物価高騰に苦し
む市民の支援をされたい。また、子どもの均等割
の独自減免を求める。

■ 後期高齢者医療特別会計

・保険料の負担軽減のために、国庫負担の増額を
国に働きかけること。

■ 市立診療所等特別会計

・さらなる地域医療の充実を図られたい。

■ 駐車場特別会計

・駅南の駐輪場に、屋根を設置されたい。
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●災害時のトイレ確保のためトイレトラッ
クを導入。自治体同士による相互支援ネッ
トワークにも加入
能登半島地震においてトイレの確保が大き
な課題となったことを教訓に、トイレトラッ
クの「動産の取得」について提案されました。
トイレトラックは、３トントラックを改造
し、荷台に普通トイレ４室、リフト付き多目的
トイレ１室を備え、取得金額は2,638万3,500
円。その財源として800万円を目標にクラウ
ドファンディングにより寄附を募集する。

また、社団法人助けあいジャパンと単独
随意契約を締結し、「災害派遣トイレネット
ワークプロジェクトみんなが元気になるトイ
レ」に加盟することで、災害発生時には全国
の加盟自治体同士がトイレトラックを派遣し
て支援し合うとの説明がありました。
質疑の中で、「トイレトラックの保管場所
は。平常時の利活用は」との質問に対し、「総
合運動公園第一体育館と第二体育館の間に保
管する。平常時においても大規模イベント等
で活用するよう現在検討中である。」との答
弁がありました。
また、「クラウドファンディングの募集時
期は。寄附が目標額に達しなかった場合の対
応は」との質問に対し、「11月から12月にか
けて寄附を募集する。寄附額が不足する場合
は緊急防災・減債事業債を充当する。」との
答弁がありました。
特に意見もなく、採決の結果、全員賛成で
可決となりました。

●綾部市UIターン者定住支援住宅の設置及び
管理に関する条例の一部改正
市が移住希望者に貸し出すために整備する
定住支援住宅について、新たに上原町に１棟
追加するものです。対象住宅は平成12年建
築で改修の必要が少なく、整備費は約153万
円を見込んでいます。駐車場については敷地
内が利用できないため、市が近隣の月極駐車
場を借り上げる方向で調整しているとの説明
がありました。
既存の定住支援住宅は有安が入居中、白道
路と鍛治屋は空き家ですが鍛治屋については
見学の予定があるとの説明がありました。今
後は市全体で５棟の確保を目指す方針です。
採決の結果、全員賛成で可決となりまし
た。

●上水道給水条例・下水道条例・農業集落排
水施設条例・特定地域生活排水処理事業条例
の一部改正
これらは災害時の復旧工事を円滑に進める
ため、市外の指定工事事業者も復旧に携われ
るようにするための改正です。
能登半島地震では宅内設備の復旧が業者不
足等により遅れ、住民生活に支障が出たこと
から、その教訓を踏まえたものです。質疑で
は、関係する市の計画への影響はなく、本市
で同様の事例もなかったとの答弁がありま
した。また、現在の指定事業者は上水道110
社、下水道102社で、厳格な審査が必要なた
め指定事業者の臨時指定はできないとの説明
がありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりまし
た。

移住者向けの定住支援住宅を追加整備産業厚生環境委員会

能登半島地震の教訓からトイレトラックを整備総務教育建設委員会

トイレトラックイメージ
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可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

認　定

可決及び認定

認　定

可決及び認定

同　意

同　意

同　意

同　意

可　決

《全員賛成で可決・認定・同意した議案》

UIターン者定住支援住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について

上水道給水条例の一部改正について

下水道条例の一部改正について

農業集落排水施設条例の一部改正について

特定地域生活排水処理事業条例の一部改正について

令和７年度一般会計補正予算（第３号）

今和７年度農林業者労働災害共済特別会計補正予算（第１号)

令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和７年度介護保険特別会計補正予算（第１号）

令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

令和７年度駐車場特別会計補正予算（第１号）

令和７年度住宅・工業団地事業特別会計補正予算（第１号）

令和６年度市立診療所等特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度農林業者労働災害共済特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度駐車場特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度住宅・工業団地事業特別会計歳入歳出決算の認定について

令和６年度上水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

令和６年度下水道事業会計決算の認定について

令和６年度病院事業会計利益の処分及び決算の認定について

教育委員会委員の任命について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の候補者の推薦について

人権擁護委員の候補者の推薦について

動産の取得について

議第79号

議第80号

議第81号

議第82号

議第83号

議第84号

議第85号

議第86号

議第87号

議第88号

議第89号

議第90号

議第93号

議第94号

議第96号

議第97号

議第98号

議第99号

議第100号

議第101号

議第102号

同第2号

同第3号

諮第3号

諮第4号

議第91号

件　　　名 結　果

人事案件

その他議案

《賛否が分かれた議案》 ( 賛成： ◯　反対：×)※議長は採決に加わっていません。

令和６年度一般会計歳入歳出決算の認定について 

令和６年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

河
北
ひ
さ
子

中
島

　祐
子

渡
辺
小
百
合

塚
﨑

　泰
史

吉
崎

　篤
子

井
田
佳
代
子

柳
原

　秀
一

高
橋

　
　輝

後
藤

　
　光

渡
辺

　弘
造

梅
原

　哲
史

酒
井

　裕
史

本
田

　文
夫

片
岡

　英
晃

安
藤

　和
明

藤
岡

　康
治

種
清

　喜
之

議第92号

議第95号

認 定

認 定

民
政
会

創
政
会

み
ら
い
の

あ
や
べ

共
産
党

公
明
党

酪
友
会

会派名

議員名
件名・結果

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

令和６年度決算

令和７年度補正予算
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総務教育建設委員会 日程：令和7年7月28日(月)～30日(水)

■埼玉県さいたま市「英語教育“グローバル・スタディ”」について
　さいたま市は国際社会に貢献する子どもの育成を目指して、英語教育“グローバル・スタディ”を実施されてお
ります。市内全ての小・中学校で小学1年生から中学3年生まで一貫した独自の英語教育カリキュラムとオリジナル

教材を使用して質を、標準より多い授業時間で量を、担任・外国語指導助手(ALT)・専科教員の授業で指導力を、

充実されていました。取組の結果、令和6年度英語教育実施状況調査でのCEFRA1レベル（英検3級相当以上)で全

国平均52.4％を大きく上回る89.2％となり6回連続で全国1位の実績があります。本市も飛び立て！中学生海外派

遣事業やチャレンジイングリッシュ事業、外国語指導助手（ALT）派遣事業、あやべっ子英語未来プロジェクト事

業など英語関連教育の実績がありますが、小・中学校を一貫とした英語教育カリキュラムやオリジナルカリキュラ

ム教材など今後の英語教育の参考になりました。

■群馬県邑楽郡大泉町「外国人の受け入れと多文化共生」について
　大泉町では総人口41,750人のうち外国人が9,090人と多く、21.8％の割合を占めており、特にブラジル人は
4,867人とその中でも53.5％と多く、町内にはブラジルタウンもつくられています。言葉や文化、習慣の違う人た

ちが安心して快適な生活が送れる「秩序ある共生のまちづくり」を目指し、情報発信・情報提供として通訳職員に

よる外国人対応の体制や多言語対応の広報誌やゴミの分別方法、医療問診票、防災マップを作成。さらに訪日外国

公館の側面を担う移動ブラジル領事館やブラジル大統領選挙投票所の設置など様々な取組が実施されていました。

課題は、外国人児童・生徒の学習の遅れが言語理解か精神的な問題か見極めが難しいこと、外国人の高齢化率の上

昇や介護サービスの利用環境、健康保険や年金等の未加入などでした。本市も外国人の定住者は増加傾向にあり、

国籍を問わず誰もが尊重し合う多文化共生社会を醸成させるため今回の視察内容を参考にしていきます。

視　察

さいたま市役所 宇都宮市役所

■栃木県宇都宮市「小規模特認校」について
　宇都宮市は少子化等で市内の小学校の児童数に規模格差が広がったことから、平成15年度から5年以内に複式学
級を解消できなければ統廃合するとの方針で、複式学級校（城山西小学校、清原北小学校）において小規模特認制

度が実施されました。平成16年度には対象校区で地域学校協議会が設置され、平成17年4月に特認校がスタート

し、4年目には2校とも複式学級が解消され開始20年となる本年度は100名以上の児童数となり特認児童生徒は全

員が特認校区の中学校に進学されています。小規模校の課題であるコミュニケーション能力については、特認校開

設と併せて始まった「会話科」の授業により、生徒数の多い中学校へ行っても自信をもって対応できるように育成

が行われています。｢5年間で複式学級が解消できなければ地域から学校がなくなる」と地域住民や学校の強い危機

感と地域の多大な協力の下で取組がスタートして学校の存続に成功しました。市内には、マンモス校もあり小規模

校との差別化が図りやすいことや全小学校65校のうち特認校は2校のみで、10校中5校が特認校となる本市とは環

境に違いがあるものの、駐車場の工夫や送迎時間を親子の貴重な時間と捉えること、「会話科」の設置、地域行事

との連携などは非常に参考になりました。
さいたま市役所 宇都宮市役所

健
全
な
行
財
政
運
営
を
評
価

　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
総
額
は
、
前
年

度
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
実
質
収
支
は
53
年
連
続
で

黒
字
と
な
り
、
最
大
限
に
地
方
債
や
基
金
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
健
全
な
行
財

政
運
営
に
取
り
組
ま
れ
た
結
果
で
あ
る
。

　

財
政
指
標
で
は
、
人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定

等
に
よ
る
人
件
費
の
増
加
な
ど
に
よ
り
経
常
収
支

比
率
が
前
年
度
対
比
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
、
95
・

９
％
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
健
全
化
判
断
比
率
は
い

ず
れ
も
安
全
圏
内
を
維
持
し
て
お
り
、
評
価
す
る
。

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
厳
し
い
財
政
運
営

が
続
い
て
い
る
な
か
、
基
金
の
活
用
や
複
数
年
で
保

険
料
を
引
き
上
げ
る
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
健
全
な

決
算
と
な
っ
た
こ
と
は
高
く
評
価
で
き
る
。

議
第
議
第
9292
号号

令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
第
議
第
9595
号号

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

暮
ら
し
と
生
業
を
守
る
市
独
自
策
を

　

決
算
全
体
の
評
価
の
中
心
点
は
、
物
価
高
騰
対
策
。

「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」
を
本
旨
と
す
る
地
方
自
治

体
の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
事
業
は
、
令
和
５
年

度
と
比
べ
不
十
分
。
現
行
の
学
校
給
食
費
・
副
食
費

補
助
は
子
育
て
世
代
の
一
番
の
願
い
に
応
え
て
い
な

い
。
医
療
機
関
や
社
会
福
祉
施
設
へ
の
物
価
高
騰
対

策
支
援
事
業
は
な
く
な
っ
た
。
国
に
対
し
て
物
価
高

騰
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求
め
る
こ
と
。
市
独
自
策

で
暮
ら
し
と
生
業
を
守
り
抜
く
こ
と
を
求
め
る
。
高

す
ぎ
る
保
険
料
は
す
で
に
限
界
に
達
し
て
い
る
。
国

保
法
77
条
に
基
づ
く
、
条
例
改
正
を
含
む
保
険
料
負

担
の
抑
制
を
。
子
ど
も
の
均
等
割
全
額
免
除
は
、
小

学
校
卒
業
ま
で
約
４
０
０
万
円
で
実
施
可
能
。
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だ

　佳
か よ こ

代子



■埼玉県さいたま市「英語教育“グローバル・スタディ”」について
　さいたま市は国際社会に貢献する子どもの育成を目指して、英語教育“グローバル・スタディ”を実施されてお
ります。市内全ての小・中学校で小学1年生から中学3年生まで一貫した独自の英語教育カリキュラムとオリジナル

教材を使用して質を、標準より多い授業時間で量を、担任・外国語指導助手(ALT)・専科教員の授業で指導力を、

充実されていました。取組の結果、令和6年度英語教育実施状況調査でのCEFRA1レベル（英検3級相当以上)で全

国平均52.4％を大きく上回る89.2％となり6回連続で全国1位の実績があります。本市も飛び立て！中学生海外派

遣事業やチャレンジイングリッシュ事業、外国語指導助手（ALT）派遣事業、あやべっ子英語未来プロジェクト事

業など英語関連教育の実績がありますが、小・中学校を一貫とした英語教育カリキュラムやオリジナルカリキュラ

ム教材など今後の英語教育の参考になりました。

■群馬県邑楽郡大泉町「外国人の受け入れと多文化共生」について
　大泉町では総人口41,750人のうち外国人が9,090人と多く、21.8％の割合を占めており、特にブラジル人は
4,867人とその中でも53.5％と多く、町内にはブラジルタウンもつくられています。言葉や文化、習慣の違う人た

ちが安心して快適な生活が送れる「秩序ある共生のまちづくり」を目指し、情報発信・情報提供として通訳職員に

よる外国人対応の体制や多言語対応の広報誌やゴミの分別方法、医療問診票、防災マップを作成。さらに訪日外国

公館の側面を担う移動ブラジル領事館やブラジル大統領選挙投票所の設置など様々な取組が実施されていました。

課題は、外国人児童・生徒の学習の遅れが言語理解か精神的な問題か見極めが難しいこと、外国人の高齢化率の上

昇や介護サービスの利用環境、健康保険や年金等の未加入などでした。本市も外国人の定住者は増加傾向にあり、

国籍を問わず誰もが尊重し合う多文化共生社会を醸成させるため今回の視察内容を参考にしていきます。

■宮城県仙台市「セルロースナノファイバー（CNF）」について
　宮城県産業技術総合センターでは、木材や農業残さ物から作られる「セルロースナノファイバー（CNF）」とい
う新しい素材の研究が進められています。鉄の5分の1の軽さで5倍の強さがあると言われ、プラスチックやゴムに

少し混ぜるだけで性能を高めることができます。地球環境にやさしく、捨てていたものを資源にできるため、脱炭

素社会に役立つ可能性があります。一方で、コストが高いことや、安定して混ぜることが難しいといった課題があ

ります。このセンターでは、企業や大学と共に研究を進めており、製品化に成功した事例もあります。本市におい

ても、林業資源や農産物の残さを有効活用できる新たな産業の創造に繋がれば大変有効であり、その可能性を感じ

ることの出来る有意義な視察となりました。引き続き調査研究をしてまいります。

■宮城県仙台市「ナノテラス（次世代放射光施設）」について
　東北大学に新しく整備された「ナノテラス」は、太陽の10億倍に匹敵する明るさを持つ光を使って、原子や分
子といったとても小さな世界を観察できる巨大な顕微鏡のような施設です。食品や農業の研究、材料の開発など幅

広く使われています。例えば宮城県では、麺の食感を良くする研究や、牛肉のおいしさを科学的に解明する取組に

利用されています。全国の企業等の利用が可能であり、本市のものづくり企業にとっても、新しい製品開発や品質

向上につながる可能性があります。一方で、利用料の負担や専門人材の確保などの課題があり、研究機関と企業を

つなぐ仕組みづくりが重要となっています。

■ 宮城県亘理郡山元町・宮城県大崎市　「6次産業化の取組」について
　「6次産業化」とは、農業の生産（１次産業）に加え、加工（2次産業）や販売（3次産業）までを一体で行い、
農家がより安定した収入を得られるようにする取組です。山元いちご農園は、震災復興をきっかけに大規模に発展

し、いちご栽培だけでなく、ワイナリーや菓子工房を組み合わせて観光客を呼び込みました。障害者や高齢者の雇

用も進め、地域の再生に貢献されていました。デリシャスファームは高糖度のトマトを完熟させて、収穫・加工・

販売まで自社で行うことでブランド力を高めています。大規模と中規模で手法は違いますが、共通して「農業を核

に人を育て、仕事を生み、地域を元気にする」点が印象的でした。本市のような中山間地でも、地域の特色を活か

した農産物をブランド化し、加工や直販を組み合わせることは可能であり、そのことが、担い手不足や人口減少と

いった課題を乗り越える手がかりになると学びました。

産業厚生環境委員会 日程：令和7年7月7日(月)～9日(水)視　察

■栃木県宇都宮市「小規模特認校」について
　宇都宮市は少子化等で市内の小学校の児童数に規模格差が広がったことから、平成15年度から5年以内に複式学
級を解消できなければ統廃合するとの方針で、複式学級校（城山西小学校、清原北小学校）において小規模特認制

度が実施されました。平成16年度には対象校区で地域学校協議会が設置され、平成17年4月に特認校がスタート

し、4年目には2校とも複式学級が解消され開始20年となる本年度は100名以上の児童数となり特認児童生徒は全

員が特認校区の中学校に進学されています。小規模校の課題であるコミュニケーション能力については、特認校開

設と併せて始まった「会話科」の授業により、生徒数の多い中学校へ行っても自信をもって対応できるように育成

が行われています。｢5年間で複式学級が解消できなければ地域から学校がなくなる」と地域住民や学校の強い危機

感と地域の多大な協力の下で取組がスタートして学校の存続に成功しました。市内には、マンモス校もあり小規模

校との差別化が図りやすいことや全小学校65校のうち特認校は2校のみで、10校中5校が特認校となる本市とは環

境に違いがあるものの、駐車場の工夫や送迎時間を親子の貴重な時間と捉えること、「会話科」の設置、地域行事

との連携などは非常に参考になりました。

宮城県産業技術総合センター 山元いちご農園

7
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 ９月９日から11日までの３日間にわたって16人の議員が市政全般について質問を行いました。
ここでは一般質問の要旨を掲載します。（掲載は登壇順）

一 般 質 問

市政を問う

Ｑ　

高
温
と
水
不

足
に
よ
る
本
市
の

農
産
物
の
被
害
状

況
は
。

Ａ　

水
稲
で
は
白

未
熟
粒
の
品
質
低

下
や
、
野
菜
で
は

尻
腐
れ
果
の
発
生

に
よ
る
出
荷
量
の
減
少
な
ど
の
事
例
が
一
部
で

確
認
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ　

水
不
足
や
高
温
に
よ
り
減
収
は
避
け
ら
れ
な

い
こ
と
か
ら
災
害
と
位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
。　

Ａ　

本
年
の
記
録
的
な
高
温
と
少
雨
は
、
作
物
の

生
育
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と

は
、
本
市
に
お
い
て
も
認
識
し
て
い
る
。
農
業

者
の
皆
様
の
声
を
伺
っ
て
も
災
害
級
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
ほ
ど
の
厳
し
い
も
の
と
考
え
、
被

害
の
全
容
を
調
査
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

異
常
気
象
を
機
に
規
模
縮
小
や
離
農
の
声
を

聞
く
が
、
こ
の
こ
と
は
農
業
、
農
村
環
境
保
全

か
ら
損
失
と
考
え
る
が
農
業
委
員
会
と
本
市
の

見
解
は
。

Ａ　

農
業
委
員
会
と
し
て
は
、
農
業
者
の
高
齢
化

や
獣
害
、
資
材
の
高
騰
等
に
加
え
、
自
然
環
境

の
著
し
い
変
化
も
営
農
意
欲
の
減
退
に
つ
な
が

る
も
の
と
懸
念
さ
れ
る
。
農
業
経
営
と
持
続
可

能
な
仕
組
み
づ
く
り
を
市
や
機
関
と
連
携
し
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
本
市
と
し
て
は
、
近

年
の
異
常
気
象
は
農
業
経
営
に
不
安
を
与
え
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
農
業
は
、
農
村
環
境

や
景
観
を
守
る
役
割
が
あ
り
、
今
後
も
国
や
府

の
技
術
支
援
や
災
害
復
旧
事
業
の
活
用
を
通
じ

営
農
意
欲
の
継
続
を
後
押
し
し
て
い
き
た
い
。

異常気象による減収等への支援を日本共産党　吉
よし

　崎
ざき

　篤
あつ

　子
こ

Ｑ　

近
年
の
猛
暑

に
対
し
、
子
ど
も

の
健
康
維
持
の
た

め
、
文
部
科
学
省

で
は
空
調
設
備
整

備
臨
時
特
例
交
付

金
の
給
付
を
決

定
。
全
国
小
・
中

学
校
や
支
援
学
校
の
体
育
館
へ
の
空
調
設
備
の

設
置
の
支
援
を
決
定
さ
れ
た
が
、
本
市
の
学
校

体
育
館
へ
の
整
備
計
画
は
。

Ａ　

現
在
、
策
定
を
進
め
て
い
る
第
６
次
綾
部
市

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
位
置
づ
け
、
財
政

状
況
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

安
心
な
学
習
環
境
の
実
現
に
向
け
、
計
画
的
に

整
備
を
推
進
す
る
。

Ｑ　

各
地
区
公
民
館
は
避
難
所
に
加
え
、
住
民
の

憩
い
の
場
で
も
あ
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に

空
調
設
備
が
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
昨
今
の

異
常
気
象
を
考
え
た
と
き
、
敬
老
会
や
イ
ベ
ン

ト
等
で
長
時
間
暑
い
場
所
で
過
ご
し
て
い
た
だ

く
の
は
、
熱
中
症
の
お
そ
れ
が
あ
り
危
険
で
あ

る
。
み
ん
な
が
集
う
公
民
館
の
空
調
設
備
の
今

後
の
整
備
対
策
は
。

Ａ　

地
区
公
民
館
の
空
調
設
備
は
、
従
来
、
備
品

扱
い
と
し
て
お
り
必
要
に
応
じ
地
元
負
担
で
設

置
し
て
い
た
だ
く
と
の
方
針
で
あ
っ
た
。
近
年

の
気
候
変
動
に
伴
い
、
猛
暑
日
が
増
加
し
、
地

域
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
、
快
適
か
つ
安
全

な
環
境
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
、
財
政
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
、
現
在
策

定
中
の
第
６
次
綾
部
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
中
で
整
備
を
進
め
る
計
画
と
し
て
い
る
。

公共施設の空調整備について問う創政会　　渡
わた

　辺
なべ

　弘
こう

　造
ぞう
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一般質問

Ｑ　

令
和
７
年
６

月
、
生
活
扶
助
基

準
の
引
下
げ
を
違

法
と
し
た
最
高
裁

判
所
判
決
「
い
の

ち
の
と
り
で
裁
判｣

と
は
。

Ａ　

平
成
25
年
か

ら
平
成
27
年
に
か
け
て
生
活
扶
助
の
基
準
額
を

引
き
下
げ
た
厚
生
労
働
大
臣
の
判
断
に
、
裁
量

権
の
範
囲
の
逸
脱
や
濫
用
が
あ
り
保
護
基
準
額

の
引
下
げ
処
分
を
取
り
消
す
よ
う
言
い
渡
さ
れ

た
も
の
。

Ｑ　

生
活
保
護
制
度
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ

ム
」
で
あ
り
、
国
民
の
暮
ら
し
の
水
準
に
影
響

を
及
ぼ
す
。
ま
た
、
最
高
裁
裁
判
長
の
「
原
告

ら
が
最
低
限
度
の
生
活
の
需
要
を
満
た
す
こ
と

が
で
き
な
い
状
態
を
９
年
以
上
に
わ
た
り
強
い

ら
れ
て
き
た
」
と
の
指
摘
は
重
く
早
急
な
是
正

が
必
要
だ
。
さ
ら
に
、
昨
今
の
記
録
的
猛
暑
と

物
価
高
に
よ
り
生
活
保
護
世
帯
の
生
活
実
態
と

制
度
の
乖
離
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
。
エ
ア

コ
ン
設
置
等
へ
の
支
援
が
必
要
で
は
。　

Ａ　

エ
ア
コ
ン
の
購
入
・
修
繕
・
更
新
は
、
保
護

費
の
や
り
く
り
に
よ
り
費
用
を
捻
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
30
年
よ
り
購
入
に
つ

い
て
は
保
護
開
始
時
に
持
ち
合
わ
せ
が
な
い
場

合
や
災
害
に
よ
り
喪
失
し
災
害
救
助
法
等
の
他

制
度
か
ら
の
措
置
が
な
い
場
合
な
ど
特
別
な
事

情
に
限
り
支
給
が
可
能
と
な
っ
た
。
冷
房
器
具

の
支
給
要
件
の
緩
和
に
加
え
、
夏
季
加
算
を
新

設
す
る
よ
う
近
畿
市
長
会
を
通
じ
て
国
に
継
続

的
に
要
望
し
て
い
る
。

生活保護世帯のエアコン支援を日本共産党　塚
つか

　﨑
さき

　泰
たい

　史
し

Ｑ　

市
長
は
、
日

本
政
策
投
資
銀
行

国
際
部
長
を
50
歳

で
退
任
さ
れ
、
ふ

る
さ
と
綾
部
に
帰
っ

て
こ
ら
れ
、
こ
れ

ま
で
蓄
積
し
た
自

分
自
身
の
人
生
経

験
を
生
か
し
て
、
ふ
る
さ
と
綾
部
の
た
め
に

ま
ち
づ
く
り
や
市
民
に
寄
り
添
っ
た
市
政
運
営

を
し
て
い
こ
う
と
決
意
さ
れ
、
市
長
選
挙
に
出

馬
さ
れ
た
。
当
選
さ
れ
て
以
降
、
市
政
の
最
高

責
任
者
と
し
て
様
々
な
政
策
を
推
進
し
て
こ
ら

れ
た
。
こ
の
間
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
は
じ

め
、
数
度
に
わ
た
る
災
害
な
ど
多
く
の
困
難
を

抱
え
な
が
ら
、
数
多
く
の
ま
ち
づ
く
り
施
策
の

推
進
に
当
た
ら
れ
た
。
そ
し
て
来
年
１
月
に
４

期
目
の
任
期
が
満
了
す
る
。
こ
の
間
の
市
政
総

括
と
次
期
市
長
選
へ
の
決
意
は
。　

Ａ　

こ
の
16
年
間
数
多
く
の
事
業
や
施
策
を
手
掛

け
て
き
た
。
市
政
運
営
に
対
す
る
市
議
会
や
市

民
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。
一
つ
一
つ
の
苦
労
と
実

現
し
た
と
き
の
喜
び
は
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
「
権
腐
十
年
」
と
い
う
中
国
の
こ
と
わ
ざ

が
あ
り
、
長
期
政
権
は
、
安
定
と
い
う
評
価
の

一
方
で
マ
ン
ネ
リ
や
な
れ
合
い
、
ま
た
世
代
交

代
を
阻
害
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
十
分
承

知
し
て
い
る
。
し
ば
ら
く
は
、
災
害
対
応
等
の

危
機
管
理
に
注
力
し
、
関
係
者
に
迷
惑
を
か
け

な
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
判
断
し
公
表
し
た
い
。

4期16年市政総括と次期市長選は民政会　　安
あん

　藤
どう

　和
かず

　明
あき

Ｑ　

九
州
豪
雨
で

は
避
難
途
中
に
多

く
の
犠
牲
者
が
出

た
。
本
市
で
も
確

実
に
情
報
を
伝
え

適
切
な
避
難
行
動

に
つ
な
げ
る
体
制

整
備
が
必
要
と
考

え
る
が
、
市
の
対
応
は
。

Ａ　

本
市
で
は
防
災
行
政
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
や
戸
別
受
信
機
に
加
え
、
Ｆ
Ｍ
い
か
る
、

防
災
ラ
ジ
オ
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
あ
や
べ
ー

る
、
ラ
イ
ン
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
多
重
な

伝
達
手
段
を
整
備
し
て
い
る
。
さ
ら
に
令
和
６

年
度
か
ら
は
地
区
連
合
会
長
と
市
が
グ
ル
ー
プ

ラ
イ
ン
で
連
絡
可
能
と
し
、
市
民
が
状
況
に
応

じ
て
適
切
な
情
報
を
得
て
、
早
め
の
避
難
行
動

が
取
れ
る
よ
う
体
制
を
強
化
し
て
い
る
。

Ｑ　

特
に
物
部
町
下
市
地
区
で
は
、
近
年
に
２
度

の
災
害
を
経
験
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

防
災
行
政
無
線
が
未
設
置
で
あ
り
、
住
民
か

ら
「
放
送
が
聞
こ
え
な
い
」
と
の
声
が
出
て
い

る
。
市
の
認
識
と
対
応
は
。　

Ａ　

本
市
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
整
備
を
進
め
、

23
か
所
に
防
災
行
政
無
線
、
２
４
３
か
所
に
戸

別
受
信
機
を
設
置
し
た
が
、
下
市
地
区
は
未
設

置
で
あ
る
。
同
地
区
は
平
成
30
年
豪
雨
や
令
和

５
年
台
風
７
号
に
お
い
て
、
大
き
な
被
害
が
あ

り
、
防
災
行
政
無
線
の
音
声
も
聞
き
取
り
に
く

い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。
避
難

情
報
伝
達
に
有
効
な
手
段
で
あ
る
防
災
行
政
無

線
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
地
区
内
に
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

防災体制の強化について問う創政会　　柳
やなぎ

　原
はら

　秀
ひで

　一
かず

、



10

Ｑ　

「
黒
谷
和
紙

工
芸
の
里
」
の
老

朽
化
と
耐
震
改
修

の
未
実
施
と
い
う

状
況
か
ら
、
今
年

度
の
当
初
予
算
で

黒
谷
町
に
新
た
な

拠
点
施
設
整
備
が

計
上
さ
れ
た
。
今
年
度
は
基
本
設
計
の
予
定
で

あ
る
が
、
現
在
の
進
行
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
業
者
選
定
を
行
い
、

７
月
に
発
注
し
た
。
現
在
、
受
注
業
者
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
黒
谷
和
紙
協
同

組
合
や
地
元
住
民
、
観
光
関
係
者
か
ら
の
意
見

を
聴
き
な
が
ら
基
本
設
計
を
進
め
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
本
年
度
に
拠
点
施
設
整
備
予
定
地
へ

渡
る
橋
梁
の
整
備
を
す
る
た
め
、
橋
梁
の
基
本

設
計
と
詳
細
設
計
も
発
注
し
て
い
る
。

Ｑ　

黒
谷
和
紙
会
館
で
は
春
と
秋
に
「
紙
の
市
」

を
開
催
し
て
和
紙
の
販
売
や
川
向
か
い
に
あ
る

工
房
で
紙
漉
き
体
験
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
工

房
の
場
所
を
拠
点
化
す
る
に
あ
た
っ
て
、
観
光

や
紙
漉
き
の
利
便
性
な
ど
を
踏
ま
え
た
施
設
整

備
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。　

Ａ　

施
設
の
内
容
は
、
本
年
度
の
基
本
設
計
で
確

定
し
て
い
く
。
「
黒
谷
和
紙
工
芸
の
里
」
で
対

応
し
て
い
た
多
人
数
の
紙
漉
き
体
験
用
の
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
ほ
か
、
来
館
者
・
職
人
と

も
に
快
適
な
動
線
、
空
間
と
な
る
よ
う
な
生
産

施
設
や
ト
イ
レ
を
整
備
す
る
考
え
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
体
験
や
特
別
展
な
ど
に
利
用
で
き
る
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
に
加
え
、
紙
漉
き
の
工
程
が
見

学
で
き
る
通
路
の
整
備
も
検
討
し
て
い
る
。

黒谷和紙拠点施設整備の今後は民政会　　酒
さか

　井
い

　裕
ひろ

　史
ふみ

Ｑ　

あ
や
べ
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
補
助

金
制
度
は
、
20
万

円
を
上
限
に
市
民

団
体
の
挑
戦
を
支

援
し
数
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
が
実
現
し

た
。
市
は
補
助
金

の
使
い
方
や
成
果
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
総

括
し
評
価
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

市
民
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
は
、
が
ん
ば
ろ
う
補

助
金
か
ら
名
称
や
内
容
を
変
え
つ
つ
継
続
し
、

に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
的
に
市
民
団
体
等
の
多
様

な
取
組
を
支
援
し
て
き
た
。
祭
り
や
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
い
た
と

認
識
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
の
一
助
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
。

Ｑ　

こ
の
制
度
は
挑
戦
の
機
会
を
与
え
綾
部
愛
を

育
む
効
果
が
あ
り
、
集
客
の
成
否
も
無
駄
で
は

な
い
と
考
え
る
。
観
光
流
入
や
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
寄
与
し
た
事
例
も
あ
り
、
長
期
継
続

を
望
む
声
も
出
て
い
る
。
今
後
も
制
度
を
継
続

す
る
考
え
と
、
さ
ら
に
予
算
を
拡
大
し
イ
ベ
ン

ト
を
育
て
て
い
く
考
え
は
。　

Ａ　

地
域
の
担
い
手
不
足
が
進
む
中
、
市
は
本
補

助
金
で
地
域
の
熱
意
あ
る
活
動
を
後
押
し
し
て

き
た
。
継
続
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
予
算
編
成

で
決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
市
民
や
議

員
の
声
も
勘
案
し
な
が
ら
検
討
す
る
。
補
助
上

限
額
は
令
和
５
年
度
に
10
万
円
か
ら
20
万
円
に

拡
充
し
た
経
過
が
あ
り
、
現
時
点
で
は
こ
れ
ま

で
の
枠
組
み
を
基
本
と
し
て
考
え
て
い
る
。

にぎわいづくり補助金を問う民政会　　藤
ふじ

　岡
おか

　康
こう

　治
じ

Ｑ　

２
０
４
０
年

問
題
な
ど
、
一
自

治
体
で
の
課
題
対

応
は
困
難
な
時
代

に
な
っ
て
い
る
。

自
治
体
間
の
広
域

連
携
に
よ
り
、
省

コ
ス
ト
化
・
効
率

化
を
図
る
こ
と
は
有
効
で
あ
り
、
老
朽
化
し
た

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
共
同
管
理
・
運
営
な
ど
、
近

隣
自
治
体
と
の
一
歩
踏
み
込
ん
だ
、
さ
ら
な
る

広
域
連
携
に
取
り
組
む
考
え
は
。　

Ａ　

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営
を
図
る
に
は
、
自

治
体
の
枠
を
超
え
多
様
な
広
域
連
携
を
進
め
て

い
く
視
点
は
非
常
に
重
要
。
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
や
事
務
の
効
率
化
な
ど
、
効
果
が
見
込
ま
れ

る
分
野
を
中
心
に
、
引
き
続
き
広
域
連
携
の
可

能
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
京
都
水
道
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
基
づ
き
、
北
部
５
市
２
町
で
広
域
連
携
に

向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

広
域
連
携
自
治
体
と
民
間
と
の
官
民
連
携
も

有
効
だ
と
考
え
る
。
単
独
市
で
は
、
ま
ち
の
規

模
感
や
財
政
面
で
連
携
の
難
し
い
Ａ
Ｉ
等
の
最

新
技
術
を
有
す
る
企
業
と
も
、
複
数
自
治
体
に

よ
る
コ
ス
ト
分
散
や
事
務
効
率
化
、
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
に
よ
る
民
間
サ
イ
ド
の
高
収
益
化
等

の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
が
、
本
市
の
見
解
は
。　

Ａ　

本
市
で
の
広
域
連
携
で
は
、
ハ
ー
ド
面
等
で

官
民
連
携
に
よ
る
取
組
実
績
は
な
い
も
の
と
認

識
。
単
独
自
治
体
で
は
得
ら
れ
な
い
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
や
効
率
か
つ
効
果
的
な
解
決
に
繋
が

る
可
能
性
も
あ
り
今
後
も
研
究
を
進
め
た
い
。

広域連携・民間連携強化の考えは民政会　　種
たね

　清
きよ

　喜
よし

　之
ゆき

一般質問
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Ｑ　

綾
部
市
教
育

大
綱
に
は
、
重
点

目
標
の
一
つ
に
国

際
理
解
教
育
、
ふ

る
さ
と
教
育
の
充

実
が
あ
り
、
ふ
る

さ
と
綾
部
の
よ
さ

を
体
得
さ
せ
、
愛

　

着
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
主
体

的
に
生
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
綾
部
の
子
ど
も

と
し
て
、
基
礎
的
資
質
を
養
う
と
示
さ
れ
て

い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
今
、
英
語
能

力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
国
際
感
覚
を
養
う

う
え
で
も
、
国
際
理
解
教
育
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
は
。

Ａ　

本
市
の
教
育
の
特
色
の
一
つ
で
あ
る
国

際
理
解
教
育
の
推
進
を
重
要
施
策
と
位
置

づ
け
て
い
る
。
取
組
と
し
て
は
、
中
学
校

１
・
２
年
生
を
対
象
に
京
都
産
業
大
学
に

て
英
語
漬
け
の
１
日
を
過
ご
す
「
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
パ
ス
」
、
中
学
２
・
３

年
生
を
対
象
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
10

日
間
派
遣
す
る
「
飛
び
立
て
！
中
学
生
海
外

派
遣
事
業
」
、
ま
た
、
英
語
教
育
充
実
の
た

め
に
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
配
置
し
て
、
幼
稚
園
と
全

小
・
中
学
校
の
授
業
に
派
遣
し
て
い
る
。

Ｑ　

時
代
の
変
化
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
、
事

業
内
容
に
つ
い
て
も
、
調
整
・
修
正
し
、
継

続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考

え
る
。
今
後
の
国
際
理
解
教
育
の
展
望
は
。　

Ａ　

学
校
内
外
で
英
語
等
に
触
れ
る
機
会
の
提
供

と
授
業
改
善
に
取
り
組
み
、
小
中
一
貫
で
系
統

的
・
体
系
的
に
英
語
力
を
育
成
し
英
語
教
育
で

先
導
的
モ
デ
ル
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

国際理解教育の展望は民政会　　片
かた

　岡
おか

　英
ひで

　晃
あき

Ｑ　

出
産
後
の
女

性
は
、
育
児
疲
れ

や
ホ
ル
モ
ン
変
化

な
ど
に
よ
り
産
後

う
つ
を
含
む
心
身

の
不
調
を
起
こ
し

や
す
く
、
産
後
ケ

ア
の
充
実
は
重
要

で
あ
る
。
産
後
う
つ
の
可
能
性
が
高
い
産
婦
に

は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
る
か
。

Ａ　

助
産
師
相
談
や
産
後
ケ
ア
事
業
の
相
談
支
援

を
継
続
す
る
中
で
、
症
状
が
重
い
場
合
に
は
、

精
神
科
受
診
を
案
内
し
て
い
る
。

Ｑ　

夜
間
や
休
日
に
も
相
談
が
出
来
る
専
門
の
精

神
科
医
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。　

Ａ　

現
在
、
毎
週
水
曜
日
の
午
前
中
に
助
産
師
相

談
を
実
施
し
、
来
所
・
電
話
・
オ
ン
ラ
イ
ン
で

も
相
談
が
出
来
る
。
京
都
府
の
「
妊
娠
か
ら
子

育
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
」
の
案
内
も
し
て
い
る
。

Ｑ　

令
和
６
年
度
か
ら
高
校
生
の
入
院
に
対
す
る

助
成
が
実
施
さ
れ
た
が
、
通
院
に
つ
い
て
は
、

０
歳
か
ら
15
歳
ま
で
が
対
象
で
あ
る
。
高
校
生

医
療
費
を
通
院
ま
で
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。　

Ａ　

京
都
府
に
お
い
て
、
福
祉
医
療
制
度
の
在
り

方
に
関
す
る
意
見
聴
取
会
議
の
中
で
、
子
育
て

支
援
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
も
含
め
た
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
通
院
助
成
の
拡
充
に
つ
い
て

は
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

子
ど
も
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

対
象
も
高
校
生
ま
で
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。　

Ａ　

財
政
状
況
や
他
市
町
の
動
向
を
注
視
し
、
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。

高校生まで切れ目のない支援を公明党　　渡
わた

　辺
なべ

　小
さ ゆ り

百合

Ｑ　

西
部
福
祉
施

設
は
、
平
成
24

年
６
月
頃
に
志
賀

郷
・
物
部
両
地
区

連
合
会
か
ら
要
望

を
受
け
、
何
北
中

学
校
横
に
平
成
29

年
12
月
に
造
成
工

事
が
完
成
し
た
。
し
か
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
や
世
界
情
勢
の
影
響
に
よ
る
資
材
高
騰
に
よ

り
、
２
度
に
わ
た
り
事
業
延
期
が
さ
れ
た
。
令

和
８
年
度
に
施
設
整
備
の
方
向
性
を
示
せ
る
よ

う
、
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
健
全
経
営
に
取
り

組
む
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
進
捗
状

況
は
。　

Ａ　

延
期
の
決
定
後
は
、
安
定
し
た
法
人
運
営
を

行
う
た
め
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
提
案
を
受
け

て
経
営
改
善
策
に
取
り
組
ま
れ
、
令
和
６
年
度

決
算
に
お
け
る
経
営
状
況
は
、
経
営
改
善
の
成

果
や
介
護
報
酬
改
定
の
プ
ラ
ス
要
素
が
あ
る
一

方
、
人
材
不
足
、
人
件
費
の
高
騰
等
に
よ
り
厳

し
さ
が
増
し
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

Ｑ　

当
初
の
計
画
で
は
、
地
域
密
着
型
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
３
施

設
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
規
模
を
縮
小

し
早
期
の
整
備
が
図
れ
な
い
か
。　

Ａ　

現
在
、
西
部
福
祉
施
設
単
独
の
見
直
し
で
は

な
く
、
法
人
全
体
の
運
営
の
中
で
各
施
設
の
老

朽
化
な
ど
を
見
通
し
、
西
部
福
祉
施
設
を
含
め

た
機
能
・
役
割
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
経
営

改
善
の
実
績
に
基
づ
き
、
令
和
８
年
度
に
事
業

実
施
の
判
断
を
し
た
い
と
伺
っ
て
い
る
。

西部福祉施設の早期着工を民政会　　本
ほん

　田
だ

　文
ふみ

　夫
お

一般質問
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Ｑ　

綾
部
市
の
人

口
減
少
の
原
因
と

今
後
の
対
策
は
。

Ａ　

社
会
増
減
は

ま
ち
づ
く
り
次
第

で
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
定
住
・

交
流
促
進
や
子
育

て
支
援
な
ど
、
人
口
減
少
の
緩
和
策
と
適
応
策

を
ビ
ジ
ョ
ン
と
す
る
総
合
戦
略
に
基
づ
き
各
種

施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

本
市
の
人
口
を
増
加
さ
せ
る
に
は
、
子
育
て

世
代
の
負
担
を
軽
減
し
定
住
に
繋
げ
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
高
校
生
の
通
院
に
も
負
担
軽
減
を

実
施
で
き
な
い
か
。　

Ａ　

入
院
助
成
に
つ
い
て
は
高
校
生
ま
で
拡
充
し

通
院
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ　

宅
地
不
足
と
今
後
の
計
画
は
。　

Ａ　

平
成
28
年
の
線
引
き
廃
止
後
の
住
宅
新
築
や

宅
地
開
発
か
ら
は
少
し
落
ち
着
い
た
状
況
。
さ

ら
に
、
新
た
な
居
住
環
境
の
創
出
を
目
指
す
。

Ｑ　

高
津
駅
の
踏
切
拡
幅
と
市
道
拡
幅
の
状
況

は
。　

Ａ　

Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
協
議
を
継
続
し
年
内
に
踏

切
拡
幅
の
事
業
化
を
決
定
い
た
だ
き
、
来
年
度

か
ら
市
道
拡
幅
に
向
け
た
設
計
に
着
手
し
た

い
。

Ｑ　

高
津
駅
周
辺
の
ほ
場
整
備
と
宅
地
化
に
向
け

た
今
後
の
取
組
は
。　

Ａ　

高
津
駅
周
辺
を
居
住
環
境
創
出
ゾ
ー
ン
と
定

め
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
か
ら
綾
部
用
水
ま
で
の
エ

リ
ア
に
つ
い
て
宅
地
化
に
向
け
た
検
討
を
進
め

て
い
る
。
さ
ら
に
地
域
の
農
業
者
の
経
営
安
定

と
営
農
意
欲
の
維
持
を
図
る
観
点
か
ら
、
宅
地

と
農
地
の
す
み
分
け
を
考
え
て
い
く
。

綾部市の人口増加対策について創政会　　高
たか

　橋
はし

　　　輝
てる

Ｑ　

台
風
通
過
に

よ
る
大
雨
及
び
上

林
川
断
層
を
震
源

と
し
た
地
震
に
よ

る
複
合
災
害
に
よ

り
市
内
に
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
た

と
い
う
想
定
で
、

８
月
31
日
に
綾
部
市
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ

れ
た
。
訓
練
へ
の
障
害
者
等
の
参
加
状
況
は
。

Ａ　

総
合
防
災
訓
練
の
う
ち
、
避
難
所
設
営
・
運

営
訓
練
、
福
祉
避
難
所
情
報
伝
達
訓
練
に
は
、

障
害
の
あ
る
方
な
ど
、
要
支
援
者
の
参
加
は
な

か
っ
た
。
自
治
会
で
行
わ
れ
る
自
主
防
災
訓
練

で
、
あ
る
自
治
会
で
は
実
際
に
要
支
援
者
が
参

加
し
て
個
別
避
難
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
所
に

避
難
す
る
訓
練
を
行
っ
た
と
い
う
報
告
が
あ
っ

た
。

Ｑ　

個
別
避
難
計
画
の
策
定
対
象
者
と
状
況
は
。　

Ａ　

策
定
対
象
者
は
70
人
程
度
と
推
定
さ
れ
、
現

在
２
名
の
計
画
が
運
用
中
。
ま
た
、
新
た
に
２

名
に
つ
い
て
作
成
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

大
災
害
時
に
は
障
害
の
あ
る
方
も
福
祉
避
難

所
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
避
難
所
へ
の
避
難
を

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
安
心
し
て
避
難
し
、
避

難
所
で
の
生
活
を
送
る
た
め
に
は
事
前
の
訓
練

が
重
要
で
あ
り
、
当
事
者
や
支
援
者
団
体
等
と

の
意
見
交
換
の
場
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
は
。　

Ａ　

今
後
も
当
事
者
、
関
係
者
の
避
難
に
つ
い
て

の
ニ
ー
ズ
と
防
災
講
座
等
の
情
報
提
供
の
場
を

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
避
難
情
報
の
伝
達
や
避
難

所
で
の
配
慮
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い
き
た

い
。

障害者避難の実効性はみらいのあやべ　中
なか

　島
じま

　祐
ゆう

　子
こ

一般質問

Ｑ　

本
年
の
渇
水

状
況
は
こ
れ
ま
で

に
経
験
な
い
ほ
ど

厳
し
い
状
況
の
中

ほ
場
に
利
用
し
よ

う
と
光
谷
川
に
流

れ
込
む
水
の
水
質

検
査
を
し
た
結
果

　

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
合
計
で
２
９
７
・
９

ナ
ノ
グ
ラ
ム
／
ℓ
と
基
準
の
約
６
倍
が
検
出
さ

れ
た
。
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

Ａ　

国
の
指
針
値
を
超
過
す
る
濃
度
の
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
が
検
出
さ
れ
た
と
の

情
報
に
対
し
、
飲
用
に
よ
る
ば
く
露
の
防

止
を
徹
底
す
る
こ
と
が
重
要
と
さ
れ
て
お

り
、
国
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
関
す
る
対
応
の
手
引

き
に
基
づ
き
、
利
用
実
態
の
確
認
を
行
っ

た
。
飲
用
、
農
業
用
、
そ
の
他
行
政
目
的
等

に
も
利
用
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。
原

因
究
明
が
必
要
な
要
件
に
該
当
し
な
い
。

Ｑ　

今
回
検
査
を
し
た
こ
と
で
、
数
値
化
さ
れ

た
事
実
を
持
っ
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
作
物
を
栽
培
す
る
近
く
を
流
れ
る
水
が

あ
れ
ば
利
用
し
て
き
た
が
、
改
め
て
検
査

の
重
要
性
を
感
じ
た
。
高
額
な
検
査
費
用

の
補
助
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。　

Ａ　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
に
係
る
河
川
等
の
水
質
検
査
は
、

必
要
な
箇
所
は
こ
れ
ま
で
か
ら
京
都
府
と
連
携

し
、
行
政
が
調
査
を
行
っ
て
き
た
が
自
主
的
な

検
査
費
用
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。
広
く
自
主

的
な
検
査
を
推
進
し
た
り
、
支
援
を
す
る
こ
と

に
つ
い
て
は
現
在
考
え
て
い
な
い
。

PFAS水質検査に補助を日本共産党　　井
い だ

田　佳
か よ こ

代子

、、
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Ｑ　

現
在
、
自
治

会
が
置
か
れ
て
い

る
状
況
は
年
々
厳

し
さ
を
増
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
厳

し
い
現
実
の
中
に

あ
っ
て
、
本
市
の

民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
充
足
率
は
現
在
１
０
０
％
を
維
持
し
て

い
る
。
し
か
し
、
そ
の
数
字
の
裏
側
に
は
、
当

委
員
候
補
者
の
選
出
に
あ
た
る
各
地
域
の
自
治

会
長
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
、
ま
さ
に
涙

ぐ
ま
し
い
ほ
ど
の
努
力
と
献
身
が
あ
る
こ
と
を

決
し
て
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

こ
の
努
力
に
こ
れ
か
ら
も
甘
え
続
け
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
本
市
は
自
治
会
長
か
ら
寄
せ
ら

れ
て
い
る
選
出
の
当
事
者
に
な
る
こ
と
の
不
満

の
声
に
つ
い
て
、
そ
の
認
識
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

近
年
の
人
口
減
少
、
高
齢
化
や
高
齢
者
の
就

業
率
増
加
の
影
響
に
よ
る
自
治
会
内
で
の
人
材

不
足
か
ら
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
候
補
者
の

選
出
が
困
難
と
な
っ
て
い
る
自
治
会
が
存
在
し

て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

　
　

次
回
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
改
選
に
向
け

て
、
関
係
者
に
よ
る
会
議
を
開
催
し
、
推
薦
に

係
る
課
題
を
整
理
す
る
。
現
段
階
で
想
定
さ
れ

る
検
討
課
題
と
し
て
は
、
国
の
配
置
基
準
に
基

づ
き
設
定
さ
れ
て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
定
数
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た

定
数
の
見
直
し
の
検
討
や
協
力
員
の
適
正
配
置

な
ど
に
つ
い
て
、
議
論
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

民生児童委員の選出課題の整理を創政会　　梅
うめ

　原
はら

　哲
てつ

　史
し

一般質問

●教育委員会委員の任命
　大　石　浩　明　さん（故屋岡町）＝新

●固定資産評価審査委員会委員の選任
　坂　本　成　樹　さん（岡　　町）＝新

同意した人事案件

●人権擁護委員の候補者の推薦
　福　井　良　子　さん（寺　　町）＝再
　大　島　得　士　さん（栗　　町）＝再

令和７年12月定例会の日程予定
　12月定例会は、12月１日から19日までの19日間の会期で予定しています。   

12月  1日（月）　本会議（議案上程）

　　   8日（月）　請願受理締切り（正午）

  9日（火）～11日（木）　一般質問

12日（金）　総務教育建設委員会

12月15日（月）　産業厚生環境委員会

16日（火）　予算決算委員会（総括質疑）
17日（水）　予算決算委員会（予算審査）
19日（金）　本会議（採決）

Ｑ　

綾
部
市
在
住

の
外
国
人
の
人
数

と
、
多
い
国
籍
の

上
位
は
。

Ａ　

住
民
基
本
台

帳
上
の
令
和
７
年

８
月
末
の
在
住
で

外
国
人
は
９
０
１

人
で
、
国
籍
は
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
順
に
多
い
。

Ｑ　

綾
部
で
日
本
人
も
外
国
人
も
共
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
る
に
は
、
地
域
住
民
と

の
交
流
・
協
働
の
場
を
増
や
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
本
市
の
具
体
的
な
活
動
状
況

は
。　

Ａ　

主
に
綾
部
国
際
交
流
協
会
に
中
心
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、
交
流
会
や
新
年
パ
ー
テ
ィ
ー
、
あ

や
べ
丹
の
国
ま
つ
り
、
総
合
防
災
訓
練
な
ど
、

地
域
住
民
と
外
国
人
住
民
と
の
積
極
的
な
交
流

を
図
っ
て
い
る
。

Ｑ　

多
言
語
対
応
な
ど
外
国
人
住
民
へ
の
情
報
提

供
は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

Ａ　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
14
言
語
、
広
報
紙
ア
プ
リ

は
10
言
語
の
多
言
語
対
応
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
綾
部
生
活
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
配
布
や
会

話
を
文
字
化
す
る
ア
プ
リ
の
導
入
も
行
っ
て
い

る
。

Ｑ　

こ
こ
数
年
外
国
人
住
民
の
増
加
と
今
後
さ
ら

な
る
外
国
人
の
受
入
れ
が
想
定
さ
れ
る
中
で
、

綾
部
市
の
多
文
化
共
生
社
会
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
今
後
の
施
策
は
。

Ａ　

実
態
調
査
や
関
係
団
体
、
事
業
所
、
自
治
会

等
と
の
連
絡
会
議
の
立
上
げ
を
計
画
。
多
文
化

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
積
極
的
に
取
組
を
進

め
て
い
き
た
い
。

多文化共生施策を問う創政会　　後
ご

　藤
とう

　　光
ひかる



第３回のボランティア団体は、「ボランティアグループとんぼ」さん。代表の栗原立子さ
んにお話を伺いました。

取材を終えて
「いただきます」の声が響き渡る調理場で、たくさんの子ども
たちと献身的なスタッフの方たちが、まるで家族のような親しみ
のある雰囲気の中で、子ども食堂の取組が進められていまし
た。これまで８年間の活動を支えて来られた栗原代表がきめ細
かな調整をしておられ、スタッフの方もここに来ることが楽しみ
の様子でした。核家族化が進み、ひとり親家庭が増える中、子ど
も食堂に来た子どもたちに居場所を与えられるような温かい空
気に包み込まれていました。居場所のない子どもたちのために
始められたこの取組が、たくさんの方の笑顔に繋がっています。
たくさんの子どもたちの笑顔に「ごちそうさま」でした。

　大人数のため、最初はなかなか大変でしたが、回数を重ねる
につれ、要領がわかりはじめ、子ども達も上級生が下の子の面
倒を見るなど協力する場面が増えてきました。

活動の中で楽しかったこと・苦労したこと

　参加した子どもとスタッフが共同調理をした食事を食べ、学
習やさまざまな活動を体験することによって、食べることの大
切さや社会性を育みたいと思い、子ども食堂の開設を思い立
ちました。
　大人が作った食事を単に提供するのではなく共同調理にし
たのは、誰かが作ってくれるのを待っているのではなく、自分
が食べるものは自分で作る力をつけさせたいと思ったからで
す。それがカップ麺や卵かけご飯でも良いので、とにかく生き
る力をつけてほしいと思っています。

活動を始められたきっかけは？

　月2回第２・第４木曜日17時から20時まで、綾部小学校区の子
どもたちを対象に遊びも入れながら、スタッフと子どもで共同
調理と会食を綾部市保健福祉センターで行っています。
　また、とんぼの「とまり木」では、新たに月1回第３水曜日、17
時から19時まで、食事付きでお菓子づくりや短歌、茶道など体
験できる取組をはじめました。（５人までの予約制です。）
　気軽にご参加いただけたらと思います。

日ごろの活動内容は？

　来所する子どもたちにとって、同じ場所、決まった時間にい
つもの大人たちが待っているので、学校での緊張感も和らぎ
安心できるようです。
　当子ども食堂は、子どもにとって大切な場所であることを
実感しています。子どもたちとスタッフによる共同調理を通
して、スタッフそれぞれの人柄に触れたり、調理や片づけを
経験することが、今後成長する過程で大きな励みや助けにな
ることを願っています。
　来所している子どもは、子ども食堂とんぼの開催をとても
楽しみにしている様子なので、心穏やかに過ごせ、楽しく、美
味しい食堂でありたいと思っています。

最後にひと言（今後の展望、市民にひと言、市へひと言など）

あやべの 宝宝
～子育て支

援の現場か
ら～

ボランティ
アグルー

プ と ん ぼ

ボランティ
アグルー

プ と ん ぼ
代　表　栗原　立子
TEL : 090－2284－9667
副代表　酒井　智子
TEL : 090－7092－2641

お問い合わせ先

　「自分が食べるものは自分で作ることができる力」を子ども
につけさせるために活動している子ども食堂とんぼです。

どんな団体ですか？

14

今年の夏は、高温・渇水で農畜産物に大きな被害が発生しました。被害に遭われました農
家の皆様には、心よりお見舞い申し上げます。市議会としましても、持続可能な農業支援に向
けた提案を進めてまいります。また、今回は、各常任委員会の視察内容も掲載しております。

聞きなれない言葉もあるかと思いますが、私たち議員も新しい提案に取り組んでまいりますので、ご意見やご質問、ご要望
がございましたら、議員または議会事務局までお寄せください。
寒さが厳しい季節となりますが、皆様のご健康ご多幸を心よりお祈り申し上げます。

編集／広報広聴委員会
◎本田文夫　〇塚﨑泰史　後藤光　渡辺小百合　酒井裕史　中島祐子　種清喜之　高橋輝（◎委員長　〇副委員長）

編 集 後 記


